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Abstract 
A problem of the combined heat transfer with radiation and convection is analyzed with the consideration 
of two-dimensional radiative heat transfer in conformity with the dimension of a model composed of two flat 
parallel plantes. Numerical examples show th巴 influ巴ncesof th巴 opticaldistance， the conduction-radiation 




















































g 流休 w 壁面 m:平均値
2.伝熱系および基礎方程式









互生コ28fZ Tuo (/1，1 (Xo+∞ (r 
oX二万手荒 {ei-)0-0 人 ei:'fg dfy dfx 
ti!了[ぬ1九 gl+θL2夕日g2]d fx} (1) 
Nuxl=-d町[(許)Y~o+告;{土[041-I342九 2d fX] 
-l~了l rYOeリE即 dfydfX}] (2) 
また，境界条件はつぎとする。
Y=O，l :θg=eω=1 (0孟 X~五 Xo)
Nuxニo (X<O，XO<X) 
X二一∞:θgニ O叩二θ。
X=(X/Yo)/(Re Pr)， Xo二 (Xo/Yo)/(Re Pr)， Y= Y/ Yo， U= U/ Um， 
Re= UmYo/ν，Pr=YCpν/A， NR=μ/(4σT'fvo)， fx二 ICX，fy=ICY， fyo=1C YO， 








θm= Tm/T川 Tm=foT8の/Yo，Nux二日o/{A(Tωo-Tm)}， 
:'fg二 F))g/d fy dfx， :'f叫二FUg/d fy d fx ， 夕刊二 F~w/d fx，:'fω 二 FU即 /dfx 
Non・heatingsection 
adiabatic wall 










x o qx=O 
3.数値解法
本報で取扱う熱伝達問題の数値解析上の特徴はつぎのとおりである。
( i )放射熱伝達の遠距離作用から，進行形の問題としては取扱えなく， また，温度に対し
非線形であることから反復計算を必要とする。





















2 e吋 Xニe-2 (6) 
。=-logeRE/κ (7) 
しかし，本報で取扱うような伝熱系では系の条件に RE を取り込むのは数値解析上での取扱い




本計算範囲では 2aの長さを採ると有意な差異は認められなかったので，計算の領域を a*= 2 
aとする。また，加熱終了点よりも後流側で同様の検討を行なった結果，一般に Y方向に大き
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T「 To+21xoqxれ /(yorUmCp) (9) 
したがって，式(4)に示される境界条件は，数値解析上つぎと書カ通れる。








IJX dy (10) 
θニ (T-To)/( Two-To) 
4. 1 光学距離Tyoiこよる影響(#2，3，4，5，6) 




TyO 0.25 0.50 1.0 5.0 10.0 
表2 X。変化時の計算条件
A* 9.21x10-3 4.61x10-3 2.30x10-3 0.46x10-3 0.23x10-3 5.0x10-~ 2.5x10-3 1.0x10-z 
0.1 華1
. 
#8 #9 #10 
N
R ~.~~ #2 #3 #4 事E #6 0.01 普7 Same va1ues as in case of #5 except XO 
??
?
????? ?• ????』? ?????《????????， ， ， ??? ??? ?? ?? ??????????
(109) 
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は， τyOが 5 以下では X=~A*/2 においてもほとんど流体の温度上昇は認められないが，て川二
1.0 1.0 








0.2 /5Joa 0.2 
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4. 1. 2 熱伝達
Nuxを図6に示す。放射の一次元近似による二次元の場合との差異はおもに加熱開始点およ
び終了点近傍で表われる。しかし，その差異は温度におけるよりも少ないが，TyOが大きくなる

























ここではNRニ∞ないしは τ川 =0， 
すなわち，対流のみの場合の結果も
併記する。
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とh。0.1 0.2 0.3 0.4yO.5 。0.1 0.2 0.3 0.4 Y 0.5 。0.1 0.2 0.3 0.4 y0.5 
At entrance of heating section In middle of heating section At exit of heating section 
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2 3 4 5 6x10-3 x o 0.1 0.2 0.3 0.4yO.5 ・0.5 0 
図8 非加熱領域の温度 図9 混合平均温度および壁温 (NR変化)
(NR変化)
(113) 
4. 3 加熱域の長さ Xo(非 8，




















































4， 3. 2 熱伝達
Nuxを図 13に示す。加熱領域の長さX。がNuxに及ぼす影響はXoが短かい場合，すなわち
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0.1 0.2 0.3 0.4 yO.5 
At exit of heating section 
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o 0.0005 0.0025 0.005 
図13 局所ヌセルト数 (X。変化)
X 0.01 
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